
　

新
人
議
員
と
し
て
半
年
が
た

ち
、
議
会
の
流
れ
や
議
員
と
し

て
の
役
割
も
徐
々
に
で
は
あ
る

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
議
員
と
し
て
初
め
て
政
務

活
動
費
を
使
っ
て
の
研
修
で

は
、
３
日
間
休
む
間
も
な
い
研

修
で
驚
い
た
。
ま
た
一
般
質

問
で
は
、
こ
れ
ま
で
い
つ
も

思
っ
て
い
た
こ
と
を
質
問
し
た

つ
も
り
で
い
た
が
、
後
で
考

え
た
ら
足
り
な
い
部
分
が
多

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

広
報
委
員
と
し
て
も
初
め
て

の
経
験
で
、
議
会
活
動
報
告
の

レ
イ
ア
ウ
ト
を
す
る
に
も
ど
う

や
れ
ば
ま
と
め
ら
れ
る
か
試
行

錯
誤
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

委
員
長
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で

経
験
し
て
き
た
議
員
の
方
々
か

ら
助
言
を
受
け
な
が
ら
経
験
を

積
み
、
村
民
の
皆
様
に
わ
か
り

や
す
く
伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
が

作
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員  

伊
集
　
守
吉

題字／北中２年　　仲宗根 琉夏
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荻道子ども会 地域学級（貝細工）

• 議会広報委員会では､｢議会だより｣の表紙写真を村
民の皆さまから募集しています。人物、風景、家族
写真などテーマは自由です。なお、選考は議会広報
委員会で行います。

●連 絡 先
　北中城村役場議会事務局
　 〒901-2392　沖縄県北中城村字喜舎場426-2
　 TEL（098）935-4848／ＦＡX（098）935-4848
　 Eメール　gikai@vill.kitanakagusuku.lg.jp
　 ※写真の返却をご希望の場合は、申し込み時にお伝えください。

表紙写真を募集しています！
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／
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守
吉
　
喜
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武
す
ま
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中
城
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会
だ
よ
り
第
８9
号

発 

行 

責 

任
　
北
中
城
村
議
会
議
長
　
　

編
　
　
　
集
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
２
０
１
９
年
６
月
２５
日
発
行

訂
正
箇
所

６
ペ
ー
ジ
写
真
内
説
明

　

（
誤
）
自
動
車

　
（
正
）
自
転
車

７
ペ
ー
ジ
一
般
質
問　

議
員
氏
名　

　

（
誤
）
比
嘉
次
男

　
（
正
）
比
嘉
次
雄

16
ペ
ー
ジ
比
嘉
義
弘
議
員
一
般
質
問
、

最
終
の
答
え

　

（
誤
）
給
食
費
半
額
支
給

　
（
正
）
給
食
費
1
/
4
支
給

お
詫
び　
前
号
88
号
に
お
い
て
氏
名
の

誤
記
、
事
業
内
容
の
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
と
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

議員が参加した行事・研修議会のうごき
年度末の慌ただしい時期の議会のうごきです、31年度の大事な予算審議の議会
もあり他にも各協議会や広域団体等の会議にも参加しています。

☆民生員・民生児童員激励会（3/1）　☆文化協会文化祭舞台部門（3/3）　
☆大熊町・北中城村交流会（3/4）　☆平成 31年度予算説明会（3/5）　☆
3月定例議会開会（3/8）　☆北中城中学校卒業式（3/9）　☆北中城小学校・
島袋小学校卒業式（3/20）　☆海外子弟研修報告会（3/19）　☆北中城中学
校入学式（4/8）　☆北中城小学校入学式・島袋小学校入学式（4/9）

大熊町と共に、ひまわりで繋ぐ心の交流会 74期生、希望とともに咲きほこれ

公式行事への参加・研修勉強会など

ピカピカの一年生　友達100人できるかな



（3）

（第８９号）

（2）

（第８９号）

村債　　　 基金　　　 債務負担行為

（稲福　恭秀）

　

村
民
税
個
人
分
が
対
前
年
度
比
で

２
，
２
８
９
万
７
０
０
０
円
の
増
額

に
な
っ
た
要
因
は
。

　

長
期
一
般
・
短
期
一
般
、
株
式
譲

渡
な
ど
不
動
産
等
の
売
却
に
よ
る
一

時
的
な
所
得
や
高
額
所
得
者
の
転
入
、
納
税

義
務
者
の
増
加
に
伴
う
個
々
の
所
得
の
伸
び

が
要
因
。

　

固
定
資
産
税
が
対
前
年
度
比
で
７

９
４
万
７
０
０
０
円
の
減
額
理
由
は
。

　

平
成
30
年
度
補
正
予
算
３
号
で
２

２
０
０
万
円
減
額
し
た
た
め
当
初
予

算
上
昇
率
を
０
．
９
５
か
ら
０
．
９
０
に
設

定
、
前
年
度
比
当
初
予
算
か
ら
９
２
０
万
４

０
０
０
円
を
減
額
し
た
設
定
、
過
年
度
分
は

実
績
に
応
じ
た
収
納
率
30
％
を
見
込
ん
で
設

定
し
た
こ
と
に
よ
り
前
年
度
１
２
５
万
７
０

０
０
円
増
と
な
っ
た
た
め
。

　

土
地
の
評
価
替
え
に
お
い
て
活
用

す
る
標
準
宅
地
の
不
動
産
鑑
定
評
価

委
託
料
の
内
容
は
。

　

平
成
33
年
度
固
定
資
産
（
土
地
）

の
評
価
替
え
に
お
い
て
活
用
す
る
標

準
宅
地
の
不
動
産
鑑
定
評
価
で
、
委
託
料
の

内
容
は
標
準
宅
地
46
地
点
、
大
規
模
地
域
３

地
点
、
基
準
地
４
地
点
、
検
討
会
議
等
と

な
っ
て
い
る
。

　

観
光
周
遊
バ
ス
導
入
支
援
業
務
委

託
料
の
詳
細
内
容
は
。

　

平
成
31
年
度
に
実
施
す
る
内
容
と

し
て
、
主
に
実
証
実
験
の
効
果
検
証

を
行
う
ほ
か
、
バ
ス
停
配
置
の
詳
細
検
討
、

有
償
運
行
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

　

村
民
提
案
（
活
動
支
援
事
業
）
交

付
金
が
対
前
年
度
比
で
70
万
円
減
額

の
理
由
は
。

　

平
成
31
年
度
は
、
継
続
２
事
業
の

み
計
上
。
平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
、

延
べ
62
事
業
を
実
施
し
て
き
た
が
、
近
年
で

は
沖
縄
県
地
域
振
興
協
会
な
ど
公
益
法
人
、

社
会
福
祉
法
人
や
法
人
企
業
等
に
よ
る
支
援

が
充
実
し
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
活
用

を
促
し
て
財
源
を
確
保
し
支
援
し
て
い
く
。

　

島
袋
学
童
ク
ラ
ブ
建
設
工
事
の
詳

細
内
容
に
つ
い
て

　

島
袋
小
学
校
内
へ
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
建
設
工
事
を
行
う
も
の
で
、

沖
縄
県
一
括
交
付
金
の
７
２
０
０
万
円
を
活

用
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
一
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
２
０
１
㎡
で
定
員
60
名
で
２
ク

ラ
ス
の
整
備
計
画
。

　

ち
む
あ
ぐ
み
塾
関
係
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

　

英
語
検
定
、
漢
字
検
定
等
各
種
検

定
補
助
事
業
と
と
も
に
、
地
域
振
興

事
業
助
成
金
を
活
用
し
実
施
し
て
い
た
が
、

こ
こ
数
年
各
種
検
定
補
助
事
業
が
大
幅
に
増

大
し
助
成
金
の
大
半
を
占
め
て
い
る
た
め
、

ち
む
あ
ぐ
み
塾
関
連
予
算
の
確
保
が
困
難
と

な
り
計
上
し
て
い
な
い
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
し
お
さ

い
の
避
難
経
路
の
未
整
備
箇
所
に
つ

い
て
。　

災
害
時
避
難
通
路
の
整
備
に
つ
い

て
施
工
方
法
や
見
積
も
り
を
持
っ
て

指
定
管
理
者
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
を

進
め
て
お
り
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕

箇
所
も
含
め
て
補
正
予
算
で
対
応
し
て
い
く
。

　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
に
よ
る
所
管
事
務

調
査
に
よ
る
指
摘
を
受
け
て
お
り
、
災
害
発

生
時
の
施
設
利
用
者
の
避
難
誘
導
は
喫
緊
の

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

8,984万円増額し､76億3,894万円とした平成30年度一般会計補正予算

一般会計予算79.6億円の内訳は次の円グラフのようになっている。

当初予算ベースの村債（借金）・基金（貯金）・債務負担行為の推移

　３月定例議会は、８日から27日までの20日間の会期で開かれ、平成31年度の当初予算をはじ
め、条例の改正や副村長、監査委員の人事案件を審議し、いずれも全会一致で可決した。一般会
計の歳入歳出予算の総額は79億6,000万円で、前年度の71億5,100万円に比べ8億900万円
（11.3%）の増額となった。主な要因は、歳入においては、村税が0.7％増、地方交付税が前年
度の錯誤（交付税検査の確定に伴う返還分）による減額が無くなった影響で増、国庫支出金、県
支出金及び村債も新規の歳出事業が増えたことにより増となった。歳出においては、役場第一庁
舎改築事業および防災無線整備事業等ハード事業が増えたのが要因となった。
　平成31年度国民健康保険特別会計の歳入歳出予算の総額は22億5,414万円で、前年度20億
2,694万円（対年度比11.21%）増額となった。主な要因は、歳入において国民健康保険税収が
対前年度比0.69%微増で、県支出金13.43%、諸収入が70.7%伸びた。歳出では保険給付費が
14.66％、事業費納付金3.32%、保険事業費10.47%伸びたことによる。

国民健康保険特別会計補正予算
　276万円減額し、22億9,318万円とする。
後期高齢者医療特別会計補正予算
　94万円増額し2億400万円とする
公共下水道事業特別会計補正予算
　600万円減額し5億8,758万円とする。
水道事業会計補正予算
　水道事業494万円減額し5億9,081万円とする。

水道事業収益	 5億8,974万円
水道事業費用	 5億8,194万円
資本的収入	 1,600万円
資本的支出	 1億1,217万円

北中城村水道事業特別会計予算
北中城村国民健康保険会計	 22億	5,414万円
北中城村後期高齢者医療会計	 2億	 83万円
北中城村公共下水道会計	 5億	4,042万円

観光宿泊施設耐震補助金が繰越事業となっているが、そ
の理由と進捗状況は。
工事の途中で内容変更があり、県との手続きで間に合わ
ないため。進捗状況は７～８割程度で６月末完了の予定。
島袋小学校校舎防音機能復旧設計業務の内容は。
平成31年度実施する島袋小学校防音工事に伴い、空調
設備の入替工事の為の設計委託業務で入札執行残である。

　民生費および衛生費、教育費で全体の６割を占めている。地方
債（村の借金）平成30年度末現在高見込は約48億１千万円で、
平成31年度末現在高見込額は約９千万円増加し、約49億１千万
円となる見込み。

44.45億円

11.96億円

0.72億円

45.26億円

依存財源
62.6％

歳入
79.6億円

歳出
79.6億円

村税
23.4億円自主財源

37.4％

繰入金3.6億円

その他
(繰越金・手数料）
2.7億円

地方交付税
11.9億円

国庫支出金
15.6億円

県支出金
9.7億円

村債
5.1億円

譲与税及び各種
交付金3.3億円

諸収入
1.0億円

施設等所在市町村調整
交付金等3.3億円

議会費
1.0億円

総務費
13.4億円

民生費
28.3億円

予備費0.2億円

衛生費
9.3億円

商工費
2.0億円

消防費
2.4億円

土木費
6.4億円

教育費
9.9億円

公債費
4.5億円

農林水産業費
2.2億円

13.22億円

9.65億円

38.82億円
9.9億円

19.92億円
27.06億円8.98億円

7.52億円

51.08億円 53.32億円 50.27億円 48.12億円

37.01億円
8.44億円

60

40

20

0
平成26年度	 平成27年度	 平成28年度	 平成29年度	 平成30年度	 平成31年度

　歳入のうち、村民税や固定資産税などの自前の税収(自主財源)
は全体の37.4%で、国・県からの支出金や交付金など(依存財源)
が62.6%を占めている。

主
な
質
疑

可決
可決 79億6,000万円 対前年度比11.3％増

平成31年度一般会計予算

予
算
委
員
会
の

　
　

主
な
質
疑

避難通路として整備する箇所、西側の美崎集会所に隣接

※債務負担行為とは、将来にわたる債務を負う契約を結ぶこと



（4）（5）

（第８９号）

（稲福　恭秀）

（第８９号）

（喜屋武すま子）

指定管理にした場合のメリットとデメリットとは。
指定管理はある程度の運用に関しては、指定管
理業者が決めることができ、関連作業の副産物と
して得た利益は指定管理費用と相殺でき、指定
管理者から提案があればある程度の持ち出しが
削減できる可能性が出てくる。デメリットは特にな
い。

指定管理者の業務の回収及び受け入れについて
指定管理者が行うのか。
回収に関しては、現在資源ゴミの回収日に回収し
ているが、指定管理をしたとき、指定管理業者が
行えるかは、契約のなかで確認していく。

休業日は日曜日及び祝祭日とあるが、各自治会が行う一斉清掃や村関係団体は、ほぼ日曜日の
作業である。対応はできるのか。
契約の中でできると考えている。

特定樹木（ヤシ、有害植物、根株等）及び駆除が困難な雑草（ムラサキカタバミ、コーブシ等）の
対応についてどうするか。
指定管理にした場合、特定樹木、有害植物に詳しい業者になる。多くの搬入があった場合、見落
としもあると思う。搬入する方々にも制限植物の周知を図り運営してもらう。搬入方法は、予約を行
い搬入者の身元確認をしながら行っていく。

搬入物の処理で販売もできるとある。有害植物が混ざった堆肥が拡散した場合、責任はどこに
あるのか。
保険等の問題もある。契約の中で検討する。

指定管理した場合、設備投資もありうるのか。
堆肥化したものは、販売することもできる。販売するにあたり計量器や袋詰めする機械等も必要
になってくる。協議の中でどこが負担するのか、確認していく。

植物資源化ヤードの設置及び管理条例の制定（総務厚生委員会審査）

「日米地位協定を求める意見書」（抜粋）

役場第一庁舎改築事業(総務費：3億678万円)
財源内訳:国県支出金334万円・村3,064万円・村債2億7,280万円
【設計監理業務委託、磁気探査業務委託、改築工事】鉄筋コンクリート
造３階建、約1,800㎡　市町村役場緊急保全事業を活用。新耐震設計基
準に適応した庁舎に建て替えバリアフリー化による住民サービスの向上
と教育委員会の併設による行政の効率化が図られる。
～令和２年度中の完成予定～

貯水池を水源とした畑地かんがい施設の整備

安谷屋第２地区畑地かんがい施設整備事業
（農林水産費：9,400万円）
財源内訳:国・県支出金7千644万円・村1千756万円
【不動産鑑定業務委託、測量設計業務委託、用地取得支援業務委託、物
件移転補償算定業務委託、かんがい施設用地費、物件等補償費】
~令和４年度完了予定~

継続事業

小学校校舎防音機能復旧事業（教育費:1億1,412万円)
財源内訳:国県支出金1億257万円・村1,155万円
【工事監理業務委託、防音機能復旧工事】~防音・空調設備工事～

島袋小学校全景

（趣旨）�我が国には、日米安保保障条約に基づく日米地位協定によって31の都道府県に131施設あ
る。特に全国の米軍専用施設の約71%を占める沖縄県において米軍基地から派生する事
件、事故や航空機騒音、環境問題、並びに米軍人、軍属等による犯罪が後を絶たず、地域住
民の生活に多大な影響を及ぼしている。国民の生命・財産と人権を守るためには日米地位協
定を抜本的に見直しされるよう強く求める。

　　　　　あて先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣
〈廃止となった事業〉〇村民提案交付金事業（新規分） 〇南米３ヵ国青年研修派遣事業補助金 〇ちむあぐみ塾　

島袋学童クラブ建設予定地（島袋小学校体育館駐車場北側緑地)

放課後児童クラブ増設事業（民生費：8,777万円）
財源内訳:国・県支出金6千357万円・村500万円・村債1千920万円
【工事監理業務委託、本体工事、外構工事】　~令和２年開所予定~

既存の防災設備

防災行政無線整備事業（総務費：約1億4,964万円）
財源内訳:国・県支出金1億810万円・村734万円・村債3千420万円
【現場技術業務委託、整備工事】
~デジタル方式へ転換、災害情報の伝達手段の向上を図る。~

認可保育施設整備が予定されている敷地（ライカム地区）

認可保育所整備補助事業（民生費:２億1,347万円）
財源内訳:国・県支出金2億585万円・村762万円
~待機児童解消を図るため、認可保育所整備を行う業者へ助成する。~
~令和２年に開所予定~

新庁舎イメージ

３月定例会は、上位法等による個人情報保護条例の一部改正を含む条例改正７件、植物
ごみ資源化ヤードを指定管理者に委託する条例の制定（総務厚生員会付託）、公共下水
道に関する協議２件、日米地位協定の見直しを求める意見書を原案可決した。

条 例 ・ 意 見 書

植物ごみ資源化ヤードをどうする

〈平成31年度 主な新規ハード事業〉
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（喜屋武すま子）

　●ふるさと納税制度の見直し
　寄付金税額控除は、①総務大臣の指示を受け、寄付金の募集を適正に実施する地方
公共団体であり、②返礼品が地場産品であり、返礼割合が３割以下を満たすものとな
る。

　●住宅ローン控除の拡充に伴う措置
　現行10年から13年に延長され、所得税額から控除されない額については、現行制度
と同じ控除限度額の範囲内で個人住民税額から控除される。

　沖縄市久保田３丁目９番８号地先から久保田３丁目７番５号地先まで
　久保田３丁目１番12号地先から３丁目５番23号地先まで
　久保田１丁目28番33号地先から久保田１丁目29番23号まで

　４月25日臨時議会が開会され、専決処分が承認された。今回は４条立てで、１条は北中
城村条例の一部改正、２条から４条は、平成28、29、30年の改正条例の一部改正、２条か
ら４条は未執行部分が含まれている。

　北中城村字島袋１番地先から島袋398番地８地先まで及び島袋330番地
　地先から島袋359番地地先まで

　改正の大きな目的は、消費税率10％への引き
上げにあわせ、自動車保有にかかる税負担を恒
久的に引き下げ、自動車ユーザーの負担を軽減し
ようとするものである。燃費性能の優れた新しい
機能を備えた車両は税を軽くし、そうでない古い
車両（13年を経過したもの）には税を重くする。

沖縄市の公共下水道の使用に関する協議について

沖縄市に公共下水道を使用させることに関する協議について

専決処分の承認（北中城村税条例等の一部を改正する条例）

13 年以上経過した車両は、税を重くする

※村条例一部改正理由
１．個人住民税

２．固定資産税

３．軽自動車税

４．法人住民税

村政を問う！
平成31年３月
定例議会

一般質問の議会議事録要旨文は本人執筆、議会広報委員でチェックして掲載

一般質問者

10人 来ませんか

議会
に

（7）

４ 11p天久　朝誠  議員………
①葛巻町山村留学支援制度創設へ

５ 12p比嘉　次雄  議員………
①不法投棄について

②美崎地区の海岸砂堆積について

③陸上競技場建設計画は

１ ８p稲福　恭秀  議員………
①ごみ処理施設青葉苑に替わる浦添市、中城
村、北中城村が共同整備する新一般廃棄処
理施設についての進捗状況は

②資源ごみ収集について、本村は直営方式を
とっているが、その現状を問う。

①村税は自治体の根幹的な財源である

②東海岸地域の土地の効率利用

６ 13p大城　律也  議員………

①村道１号線（仲順、屋宜原線）の道路改
修について

７ 14p伊集　守吉  議員………

①村民体育館の問題点を問う

２ ９p比嘉　盛一  議員………

①自主防災組織の設立育成に向けた地域住
民とともに取り組む防災

②コンテナ水耕栽培実験の状況と成果は

３ 10p金城　高治  議員………
①多目的アリーナ建設問題・賢明な判断を

②経済的理由で進学が厳しい学生を支援する
給付型奨学金制度の創設を

８ 15p安里　道也  議員………

①安谷屋地区パークサイドの壁の崩落は承知か

②村長と村議会議員は二元代表制の関係にある

③公約のパークゴルフ場建設は任期中に可能か

④沖縄セルラーとの新規事業の計画は

⑤税収増は職員増必至

９ 16p比嘉　義弘  議員………

①障害者の正規雇用の採用を

②村民体育館は、村民が安心して駐車でき
る駐車場の拡大を

10 17p喜屋武すま子 議員………

　固定資産税（わがまち特例）及び（新築住宅等に対する固定資産税の減額）は、法律の
附則政令の改正による番号ズレ改正であり、内容は変更なし。

　資本金一億円以上の大法人は、税の申告を基本的にeＬｔａｘ申告で行う義務がある。
電気通信回線の故障、災害その他の理由によりそれができない場合は、紙での申告がで
きる。しかし、故障や災害が回復したらeＬｔａｘ申告にもどる。
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新
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
整
備
推
進
室

負
担
金
の
内
訳
は
。

　

一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
基
本
計
画
・
設

計
業
務
、
環
境
影
響
評
価
状

況
調
査
業
務
、
地
質
・
測

量
・
磁
気
探
査
調
査
、
基
本

計
画
作
成
業
務
委
託
料
及
び

事
務
費
等
が
主
な
経
費
で
、

交
付
金
を
差
引
い
た
額
か
ら

負
担
割
合
０
．
１
３
２
を
乗

じ
た
約
１
，
４
２
０
万
３
千

円
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

協
議
の
持
ち
方
や

作
業
部
会
の
構
成
メ

ン
バ
ー
は
。

　

連
絡
会
は
３
市
村

の
長
で
構
成
し
年
２

回
開
催
予
定
、
作
業
部
会
は

関
連
す
る
課
の
主
査
、
技

査
、
係
長
８
名
で
構
成
、
浦

添
市
新
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
整
備
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
基
づ
き
作
業
を
進
め
て
い

く
。

　

浦
添
市
へ
の
事
務

委
託
方
式
と
両
村
が

運
営
し
た
場
合
の
一
部
事
務

組
合
方
式
と
比
較
し
て
、
費

用
負
担
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
経

費
節
減
を
見
込
ん
で
い
る

か
。

　

建
設
費
に
関
し
て

具
体
的
な
規
模
が
把

握
が
出
来
て
お
ら
ず
、
予
算

の
比
べ
よ
う
が
な
い
が
、
現

在
締
結
さ
れ
て
い
る
事
務
の

委
託
に
お
い
て
の
費
用
負
担

分
は
、
現
在
、
事
務
組
合
の

議
会
運
営
費
や
派
遣
す
る
人

件
費
等
が
年
間
１
千
８
０
０

万
円
の
削
減
と
な
り
、
ゴ
ミ

の
搬
入
割
合
の
13
％
に
あ
た

る
２
３
４
万
円
の
負
担
減
と

な
る
。
ま
た
、
両
村
で
継
続

し
た
場
合
は
、
用
地
費
も
余

分
に
経
費
が
係
り
土
地
選
定

に
も
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ご
み
収
集
の
運
搬

業
務
行
程
が
遠
距
離

に
な
り
、
通
常
収
集
業
務
に

影
響
が
出
る
と
思
う
が
そ
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
対
応
策

と
新
施
設
ま
で
の
道
の
り
と

所
要
時
間
は
。

　

リ
ス
ク
に
つ
い
て

の
対
応
策
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
所
要

時
間
に
つ
い
て
は
西
海
岸
道

の
整
備
も
進
み
40
分
か
ら
60

分
を
予
想
し
て
い
る
。

　

質
問
に
対
す
る
答
弁
の
前

に
村
長
か
ら
の
反
問
が
あ
っ

た
の
で
答
え
る
。

　

反
問
１　

「
使
え
ん
体
育

館
」
と
言
っ
て
い
る
が
根
拠

を
示
せ
。

　

反
問
に
対
す
る
回
答　

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
利
用
者

の
車
で
、
い
つ
で
も
満
杯
状

態
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
体
育

館
は
利
用
で
き
な
い
」
と
、

た
び
た
び
耳
に
し
て
い
る
。

　

反
問
２　

当
初
か
ら
問
題

含
み
の
あ
る
体
育
館
と
言
う

が
、
何
が
当
初
か
ら
問
題
含

み
か
。

　

反
問
に
対
す
る
回
答　

同

じ
内
容
の
提
案
が
三
度
も
否

決
さ
れ
、
四
度
目
で
可
決
し

た
。

　

反
問
３　

体
育
館
契
約
に

関
し
て
疑
念
を
抱
い
た
と

は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

反
問
に
対
す
る
回
答　

契

約
書
の
開
示
を
依
頼
し
た

が
、
閲
覧
ま
で
１
ヶ
月
を
要

し
、
写
し
は
も
ら
え
な
か
っ

た
。

　

そ
の
後
、
情
報
公
開
条
例

に
基
づ
き
開
示
請
求
を
し
た

が
、
写
し
が
交
付
さ
れ
る
ま

で
最
終
的
に
２
ヶ
月
の
期
間

を
要
し
た
。
写
し
を
も
ら
う

の
に
、
こ
れ
だ
け
の
時
間
を

要
す
れ
ば
「
契
約
書
に
何
か

問
題
が
あ
る
の
か
と
疑
念
を

抱
く
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。

　

体
育
館
利
用
者
が

優
先
的
に
利
用
で
き

る
駐
車
場
は
何
台
分
か
。

　

専
用
利
用
の
条
件

は
な
い
が
、
体
育
館

前
に
は
50
台
分
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

利
用
者
の
駐
車
場
占

有
率
を
問
う
。

　

利
用
者
数
は
分
か

る
が
、
利
用
時
間
帯

や
バ
ス
利
用
、
乗
り
合
い
状

況
で
異
な
る
の
で
占
有
率
は

示
せ
な
い
。

　

ア
リ
ー
ナ
予
定
地

の
臨
時
駐
車
場
が
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
専
用
と
誤
解

さ
れ
る
表
示
と
な
っ
て
い

る
。
訂
正
を
求
め
る
。

　

体
育
館
利
用
者
も

相
互
利
用
を
理
解
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

あ
え
て
体
育
館
を
表
示
す
る

必
要
は
な
い
。

　

将
来
、
体
育
館
が

修
繕
を
要
す
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
、
何
処
が
費

用
を
負
担
す
る
か
。

　

軽
微
な
修
繕
は
村

が
負
担
す
る
。

　

契
約
書
で
は
全
て

の
修
繕
が
村
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

　

修
正
す
べ
き
所

だ
っ
た
が
、
調
印
の

時
、
間
違
っ
た
表
が
添
付
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
委
員
会
で

の
指
摘
後
、
先
方
に
差
し
替

え
る
旨
の
確
認
を
と
っ
た
。

　

契
約
書
の
解
除
条

項
に
「
公
序
良
俗
に

反
し
、
そ
の
他
著
し
い
不
正

行
為
が
あ
っ
た
と
き
」
や

「
村
が
取※

注
１引
停
止
処
分
を
受

け
た
と
き
」
な
ど
が
あ
る
が

村
が
民
間
業
者
に
言
わ
れ
る

筋
合
い
の
も
の
じ
ゃ
な
い
。

ま
た
、
「
賃
貸
借
が
転
貸
借

に
な
っ
て
い
る
と
か
、
先
方

が
瑕
疵
担
保
責
任
を
持
た
な

い
と
か
」
問
題
と
思
わ
れ
る

条
項
が
10
カ
所
以
上
あ
る
。

　

も
う
一
度
、
弁
護

士
や
専
門
家
を
交
え

て
検
討
す
る
。

　

本
村
の
資
源
ご
み

収
集
業
務
は
直
営
方

式
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
長

年
、
祝
祭
日
に
収
集
が
行
わ

れ
ず
、
特
に
振
替
休
日
に
あ

た
る
月
曜
日
に
ご
み
収
集
さ

れ
ず
地
域
間
の
不
公
平
感
が

あ
る
。
中
城
村
は
委
託
方
式

を
と
っ
て
お
り
環
境
行
政
手

法
に
も
差
が
あ
り
、
早
急
の

対
応
が
問
わ
れ
て
い
る
が
ど

う
か
。　

現
在
対
応
に
向
け

て
準
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
度
予
算

に
計
上
さ
れ
た
資
源

ご
み
収
集
業
務
委
託
料
積
算

要
領
作
成
業
務
の
成
果
品
に

つ
い
て
、
積
算
と
結
論
は
。

　

積
算
根
拠
に
つ
い

て
は
、
国
土
交
通
省

や
県
独
自
の
積
算
単
価
が
あ

り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
委
託

す
る
場
合
に
予
算
等
に
反
映

し
て
い
く
。

　

資
源
ご
み
収
集
業

務
の
委
託
化
に
つ
い

て
、
見
直
し
は
あ
る
か
、
あ

る
と
す
れ
ば
実
施
時
期
は
い

つ
か
。　

２
０
２
０
年
４
月

実
施
す
る
。

ごみ処理施設青葉苑、2027 年に浦添市との共同運営が決まり役目を終える

●ご
み
処
理
施
設
青
葉
苑
に
替
わ
る
浦
添
市
、中
城
村
、北
中
城
村
が

共
同
整
備
す
る
新
一
般
廃
棄
処
理
施
設
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は

稲福　恭秀 議員

資
源
ご
み
収
集
に
つ
い
て
、
本
村
は
直

営
方
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
現
状

を
問
う
。

村
長
の
反
問
に
対

す
る
回
答

満杯の駐車場と臨時駐車場の看板

●村民体育館の
　　　　問題点を問う

比嘉　盛一 議員

村
長
‥�

２
０
２
７
運
用
開
始
に
向
け
て
連
絡
会
を
結
成
。
作
業
部
会
を
立
ち
上
げ
て

建
設
、
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
の
所
掌
事
務
調
査
、
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

用
語
説
明

※
注
１　

取
引
停
止
処
分

　

法
人
や
個
人
が
振
り
出
し
、

ま
た
は
引
き
受
け
た
手
形
・
小

切
手
が
支
払
期
日
に
支
払
い
さ

れ
ず
不
渡
り
を
出
し
た
場
合
、

処
罰
と
し
て
手
形
交
換
所
加
盟

銀
行
が
取
引
を
停
止
す
る
こ

と
。

※
（
質
問
に
対
す
る
反
問
）

議
会
会
議
規
則
第
62
条
の
２

　

議
長
は
、
説
明
の
た
め
の
議

場
出
席
者
か
ら
、
前
2
条
の
質

問
に
対
し
質
間
に
対
す
る
趣
旨

を
確
認
す
る
た
め
の
発
言
の
申

し
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ

を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



（10）（11）

（第８９号）（第８９号）

　

東
日
本
大
震
災
か

ら
8
年
経
ち
ま
し
た
。

防
災
組
織
の
取
り
組
み
を
よ

り
一
層
考
え
る
今
、
村
全
体

で
5
団
体
し
か
自
主
防
災
組

織
を
立
ち
上
げ
て
い
な
い
状

況
だ
と
思
う
が
、
ま
だ
8
割

も
い
か
な
い
状
況
で
あ
る
。

各
自
治
会
の
集
ま
り
に
、
出

向
い
て
説
明
、
指
導
を
行

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

議
員
御
指
摘
の
と

お
り
、
全
自
治
会
が

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
ぜ
ひ
そ
の
辺
は
行
政
で

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
支
援
し

て
行
き
た
い
。

　

災
害
が
起
き
た
時

に
は
、
民
間
と
の
連

携
が
必
要
だ
と
思
う
。

今
協
定
を
結
ん
で
い

る
業
者
は
、
い
る
の

か
。

　

６
社
と
協

定
を
結
で
い

る
。
商
工
会
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
沖
縄
ラ
イ

カ
ム
、
中
部
徳
洲
会

病
院
、
イ
オ
ン
琉
球

株
式
会
社
、
プ
ロ
グ

レ
ッ
シ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
、

ル
ネ
サ
ン
ス
と
協
定

を
結
ん
で
い
る
。

　

で
き
た
ら

村
内
の
コ
ン

ビ
ニ
や
24
時
間
営
業

を
し
て
い
る
民
間
企
業
も
協

力
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
そ
う
言
う
細
か
い
こ

と
が
で
き
た
ら
防
災
に
強
い

北
中
城
村
が
出
来
上
が
る
と

思
う
。　

是
非
そ
う
い
う
意

識
は
高
め
て
い
き
た

い
。

　

水
耕
栽
培
実
験
は
、

29
年
度
よ
り
実
施
し

て
い
る
が
琉
球
大
学
と
の
連

携
の
も
と
商
品
開
発
は
進
ん

で
い
る
の
か
。
ま
た
6
次
商

品
化
の
開
発
は
村
内
企
業
あ

る
い
は
県
内
、
県
外
の
人
が

参
加
し
て
商
品
開
発
に
向
け

た
取
り
組
み
が
で
き
る
の
か
。

　

現
在
は
栽
培
収
穫

ま
で
完
了
し
事
業
化

に
向
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
6
次
商
品
化
に
向
け
た

県
外
、
県
内
企
業
の
参
加
の

商
品
開
発
と
い
う
事
だ
が
、

こ
れ
は
一
括
交
付
金
を
活
用

し
た
本
村
の
取
り
組
み
で
あ

る
以
上
、
村
中
心
に
な
っ
て

い
る
。　

次
に
雇
用
で
６
次

商
品
化
、
水
耕
栽
培

実
験
の
成
果
を
上
げ
て
も
ら

い
産
業
の
活
性
化
に
も
繋

が
っ
て
い
き
、
さ
ら
に
障
害

者
雇
用
に
繋
げ
て
い
け
た
ら

と
思
う
が
。

　

雇
用
に
つ
い
て
は
、

障
害
者
雇
用
及
び
障

害
者
運
用
に
つ
い
て
も
可
能

性
を
見
出
し
て
い
る
。

　

ぜ
ひ
近
代
化
農
業

で
若
い
担
い
手
が
増

え
、
ま
た
障
害
を
持
つ
方
と

一
緒
に
農
業
が
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
な
の
で
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。

　

そ
れ
に
関
し
て
6

次
化
も
視
野
に
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
う
。

　

平
成
31
年
２
月
に

姉
妹
町
村
盟
約
30
周

年
記
念
祝
賀
会
へ
葛
巻
町
を

訪
問
し
た
。
町
内
の
教
育
環

境
を
視
察
し
た
際
に
、
山
村

留
学
を
行
っ
て
い
る
事
を

知
っ
た
。
山
村
留
学
は
、
岩

手
県
葛
巻
町
が
平
成
27
年
度

か
ら
町
外
か
ら
の
生
徒
を
受

け
入
れ
、
県
立
葛
巻
高
等
学

校
の
生
徒
と
し
て
学
び
、
土

日
祝
日
問
わ
ず
３
食
付
き
、

寮
費
合
わ
せ
て
月
額
２
万
円
。

希
望
に
応
じ
、
北
上
高
地
の

大
い
な
る
自
然
を
生
か
し
た

く
ず
ま
き
高
原
牧
場
で
実
施

さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
に
も
参
加
で
き
る
内
容
。

さ
ら
に
、
高
等
学
校
に
隣
接

す
る
葛
巻
町
学
習
塾
も
無
料

で
利
用
で
き
る
素
晴
ら
し
い

環
境
。
本
村
の
生
徒
達
に
、

姉
妹
町
村
盟
約
30
周
年
を
記

念
し
、
葛
巻
町
山
村
留
学
を

知
っ
て
も
ら
い
、
本
村
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
と
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

月
額
２
万
円
と
本
村
か
ら
の

移
動
費
用
（
夏
季
休
暇
、
年

末
年
始
な
ど
）
を
本
村
が
支

援
す
る
支
援
制
度
を
創
設
し

て
は
ど
う
か
と
考
え
る
。

　

人
材
育
成

と
い
う
観
点

か
ら
有
意
義
な
も
の

が
あ
る
。
子
ど
も
達

や
保
護
者
、
学
校
と

の
調
整
も
必
要
。

　

中
学
校
へ
の
よ
り

詳
し
い
情
報
提
供
を

行
い
な
が
ら
、
学
校

と
協
力
を
し
て
ニ
ー

ズ
把
握
を
し
て
い
き

た
い
。　

葛
巻
町
無

料
学
習
塾
の

感
想
は
。

　

主
体
的
に

勉
強
し
て
い

て
、
４
名
の
講
師
が

常
に
待
機
し
、
即
対

応
し
て
い
る
の
で
学

習
効
果
も
非
常
に
有
効
で
あ

る
。
東
京
か
ら
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
お
り
、
大
変
す
ぐ

れ
た
内
容
。

　

山
村
留
学
制
度
が

素
晴
ら
し
く
て
も
、

本
村
の
生
徒
達
が
内
容
を
知

ら
な
い
と
行
動
に
結
び
つ
か

な
い
。
情
報
提
供
の
方
法
と

対
象
は
。

　

中
学
３
年
生
の
生

徒
と
保
護
者
が
対
象
。

機
会
が
あ
え
ば
、
葛
巻
町
の

職
員
に
も
直
接
話
を
聞
い
た

ほ
う
が
い
い
と
考
え
て
い
る
。

　

中
学
１
年
生
の
頃

に
情
報
提
供
し
、
考

え
る
時
間
と
い
う
の
は
必
要

で
は
な
い
か
。
全
学
年
に
情

報
提
供
し
、
相
談
が
で
き
る

体
制
が
必
要
。

　

進
路
を
主
に
細
か

く
伝
え
て
い
く
の
が

３
年
生
。
大
ま
か
な
資
料
等

は
、
当
然
１
年
生
の
と
き
か

ら
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

か
と
考
え
て
い
る
。

　

難
関
大
学
受
験
へ

向
け
た
学
習
塾
は
、

年
間
60
万
円
〜
１
０
０
万
円

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

経
済
的
に
厳
し
く
て
も
葛
巻

町
無
料
塾
を
活
用
し
難
関
大

学
へ
挑
戦
で
き
る
。

　

興
味
の
あ
る
生
徒

は
進
路
部
等
へ
行
っ

て
情
報
を
も
ら
い
真
剣
に
考

え
て
ほ
し
い
。

 
●自 
主
防
災
組
織
の
設
立
育
成
に
向
け
た

　
　
　

地
域
住
民
と
と
も
に
取
り
組
む
防
災

村
長
‥
行
政
も
一
生
懸
命
自
主
防
災
立
ち
上
げ
に
向
け
て
支
援
は
、
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

自主防災炊き出し訓練の様子

金城　高治 議員天久　朝誠 議員

●葛 巻町山村留学
　　　　支援制度創設へ

※
そ
の
他
に
、
「
葛
巻
町
と
の
人

事
交
流
」
「
姉
妹
町
村
３
０
周
年

記
念
祝
賀
会
」
に
つ
い
て
質
問
し

て
い
ま
す
。

※
他
に
も
農
業
振
興
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
て
い

る
。

コ
ン
テ
ナ
水
耕
栽

培
実
験
の
状
況
と

成
果
は

教育長‥中学校と協力し、ニーズの把握をしていく

充実した学習環境を町が支援
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村
税
は
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
地
方
自
治
体
の
根
幹
的
な

財
源
で
あ
る
。

　

県
内
市
町
村
で
は

徴
収
率
は
上
位
で
、

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
今

後
と
も
税
務
課
と
連
携
し
て

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　

地
方
財
政
に
大
き

く
影
響
を
与
え
る
の

は
、
介
護
保
険
等
の
社
会
保

障
制
度
に
基
づ
く
公
費
負
担

の
急
増
で
あ
る
。
自
立
を
実

現
す
る
に
は
自
主
的
な
財
源

確
保
で
あ
る
。
平
成
29
年
度

課
税
調
定
額
の
収
入
金
額
と

収
入
率
を
確
認
す
る
。

　

現
年
課
税
収
納
済

額
２
２
億
９
１
８
９

万
３
０
０
０
円
、
現
年
徴
収

率
は
９
９
．
２
％
で
あ
る
。

滞
納
繰
越
分
収
納
済
額
３
２

４
５
万
円
、
滞
納
繰
越
徴
収

率
３
４
．
９
％
合
計
収
納
済

額
２
３
億
２
４
３
５
万
円
、

合
計
徴
収
率
は
９
６
．
８
％

で
あ
る
。

　

地
方
自
治
体
が
不

納
欠
損
と
し
て
税
を

処
理
す
る
た
め
の
基
準
を
確

認
す
る
。

　

北
中
城
村
税
滞
納

処
分
の
執
行
停
止
に

関
す
る
事
務
取
扱
要
綱
第
４

条
に
定
め
て
い
る
。
⑴
滞
納

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
財

産
が
な
い
と
き
。
⑵
滞
納
処

分
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

の
生
活
を
著
し
く
困
窮
さ
せ

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。
⑶

滞
納
者
の
所
在
及
び
滞
納
処

分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
財

産
が
と
も
に
不
明
で
あ
る
と

き
。
（
関
連
法
・
国
税
徴
収

法
第
1
5
3
条
・
地
方
税
法

第
15
条
の
７
）

　

中※
注
１部
広
域
都
市
計

画
区
域
移
行
で
、
東

海
岸
地
域
の
土
地
の
効
率
利

用
に
活
路
を
。

　

中
部
広
域
都
市
計

画
区
域
移
行
で
守
る

と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
守
っ
て

開
発
を
進
め
た
い
。

　

中
城
村
、
北
中
城

村
が
都
市
計
画
の
区

域
見
直
し
に
向
け
て
両
村
長

が
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
が

新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。

現
行
の
位
置
づ
け
で
は
、
開

発
に
強
い
規
制
が
あ
る
。
見

直
し
は
一
定
の
年
度
が
か
か

る
。
そ
れ
ま
で
に
体
制
の
準

備
で
あ
る
。
変
更
決
定
権
を

持
つ
県
な
ど
に
両
村
長
で
要

請
し
実
現
を
。

　

県
知
事
に
も
要
請

を
し
て
い
く
。
役
場

内
部
の
事
務
体
制
も
強
化
し

て
い
く
。
区
域
の
変
更
で
無

秩
序
な
市
街
化
が
形
成
さ
れ

な
い
よ
う
に
、
中
身
を
充
実

さ
せ
て
取
り
組
む
。

　

本
村
は
「
那※

注
２覇

広

域
都
市
計
画
区
域
」

に
よ
る
市
街
化
を
抑
制
す
る

「
市
街
化
調
整
区
域
」
が

80
％
を
占
め
る
。
“
ま
ち
づ

く
り
”
は
40
年
の
制
約
の
も

と
行
わ
れ
て
き
た
。
高
齢
化

の
進
展
に
伴
う
人
口
構
成
の

若
返
り
と
、
生
産
年
齢
人
口

の
誘
導
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

広
域
化
の
見
直
し

が
で
き
る
ま
で
第
四

次
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
、

将
来
的
な
“
ま
ち
づ
く
り
”

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

近
年
、
北
中
城
村

で
も
不
法
投
棄
の
ゴ

ミ
が
増
え
て
い
る
、
一
般
ゴ

ミ
は
も
ち
ろ
ん
、
粗
大
ゴ
ミ
、

電
化
製
品
、
建
設
ゴ
ミ
等
そ

の
ま
ま
に
し
て
置
く
と
便
乗

と
な
り
山
と
な
る
始
末
。
場

所
は
人
目
に
つ
か
な
い
山
道
、

奥
ま
っ
た
農
道
、
海
岸
沿
い

の
防
風
林
、
モ
ラ
ル
や
道
徳

心
は
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
現
状
を
当
局

は
把
握
し
て
い
る
か
不
法
投

棄
場
所
と
対
処
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
か
伺
う
。

　

一
向
に
減
ら
な
い

不
法
投
棄
、
頭
の
痛

い
問
題
と
認
識
し
て
い
る
が

注
意
喚
起
を
促
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
を
し
て
い
て
も

い
た
ち
ご
っ
こ
状
態
で
あ
る
。

行
政
と
し
て
も
全
部
が
全
部

対
処
片
付
け
に
も
限
界
が
あ

り
苦
慮
し
て
い
る
状
況
を
理

解
し
て
頂
き
た
い
。

　

場
所
は
喜
舎
場
高
速
道
路

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
付
近
、

仲
順
社
協
裏
手
山
、
熱
田
農

地
保
全
農
道
山
手
、
渡
口
緑

公
園
か
ら
島
袋
へ
の
村
道
、

農
道
、
安
谷
屋
土
地
改
良
区
、

大
城
、
荻
道
農
道
付
近
、
美

崎
海
沿
い
、
北
中
城
団
地
海

沿
い
駐
車
場
等
至
る
所
へ
の

不
法
投
棄
を
把
握
し
て
い
る
、

地
権
者
、
自
治
会
等
ゴ
ミ
の

分
別
状
況
に
よ
っ
て
は
処
理

も
考
え
ら
れ
る
。

　

大
変
重
要
な
問
題
で
今
後

自
治
会
、
地
域
、
主
に
捨
て

ら
れ
た
場
所
の
地
権
者
の
皆

さ
ん
と
真
剣
に
協
議
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

美
崎
地
区
の
ア
ー

サ
養
殖
場
西
側
護
岸

約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
近
く
で

砂
の
堆
積
が
異
常
に
見
ら
れ

ア
ー
サ
の
養
殖
へ
の
影
響
は

な
い
か
、
ま
た
消
波
護
岸
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
上
段
ま
で
の

砂
堆
積
で
台
風
時
、
高
潮
時

に
は
砂
塵
、
潮
が
防
潮
林
を

飛
び
越
え
地
域
民
家
ま
で
降

り
落
ち
る
、
万
が
一
津
波
発

生
時
の
時
は
砂
の
堆
積
が
被

害
を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ
り

対
処
を
ど
う
す
る
か
伺
う
。

　

重
々
認
識
し
て
い

る
。
美
崎
地
区
へ
の

状
況
も
理
解
し
て
い
る
が
、

専
門
的
知
識
も
踏
ま
え
て
識

者
も
交
え
て
県
と
も
調
整
し

な
が
ら
今
後
検
討
し
て
被
害

が
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

●村税は自治体の
　　根幹的な財源である

大城　律也 議員

　

中
頭
郡
で
唯
一
陸

上
競
技
場
の
な
い
北

中
城
村
中
長
期
計
画
も
見
え

ず
村
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
進

展
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
村
体

育
協
会
も
他
市
町
村
競
技
場

借
用
で
心
苦
し
い
思
い
は
常

ず
ね
で
あ
る
。

　

い
つ
ま
で
続
く
間
借
り
陸

上
競
技
大
会
運
営
、
村
長
の

見
解
を
伺
う
。

　

用
地
、
財
政
的
な

調
整
も
踏
ま
え
ど
う

す
れ
ば
で
き
る
か
を
し
っ
か

り
考
え
て
い
く
。

美崎地区の
海岸砂堆積について

東海岸地域の
土地の効率利用

陸上競技場
建設計画は

●不
法
投
棄
に
つ
い
て

美崎地区海沿い不法投棄ゴミ

比嘉　次雄 議員

中部広域都市計画区域移行で東海岸地域の開発に期待

　

区
域
区
分
を
定
め
て
い
な
い

都
市
計
画
区
域
。

　

区
域
区
分
を
定
め
た
都
市
計

画
区
域
で
、
市
街
化
区
域
と
市

街
化
調
整
区
域
が
存
在
す
る
。

用
語
説
明

※
注
１

中
部
広
域
都
市
計
画
区
域

※
注
２

那
覇
広
域
都
市
計
画
区
域
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屋
宜
原
入
口
の
交

差
点
は
、
国
道
３
３

０
号
線
か
ら
村
道
１
号
線
に

左
折
す
る
際
、
急
角
度
で
観

光
バ
ス
等
が
曲
が
れ
な
い
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
道
路
改

修
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　

屋
宜
原
入
口
の
交

差
点
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
に
委
託
業
務
と

し
て
検
討
し
た
。
国
道
と
屋

宜
原
と
は
高
低
差
が
あ
り
技

術
的
に
難
し
い
。
今
の
道
路

面
積
で
は
左
折
は
難
し
い
と

確
認
さ
れ
て
い
る
。
道
路
自

体
を
全
面
的
に
修
正
す
る
必

要
が
あ
る
。
村
と
し
て
は
こ

の
道
路
を
一
体
と
し
て
考
え
、

国
・
県
に
も
協
議
を
し
た
い

と
話
は
し
て
あ
る
が
い
い
返

事
は
も
ら
え
な
い
。
再
度
強

力
に
交
渉
を
や
っ
て
い
き
た

い
。

　

村
道
１
号
線
は
通

学
路
、
役
場
往
来
や

観
光
道
路
と
し
て
大
変
重
要

で
あ
る
。
こ
の
道
路
に
は
大

き
な
亀
裂
や
、
沈
下
し
て
い

る
所
が
至
る
所
に
あ
り
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
等
で
応
急
処
置

と
し
て
補
修
さ
れ
て
い
る
。

地
震
や
大
雨
等
で
大
規
模
な

地
滑
り
が
発
生
し
な
い
か
大

変
危
惧
し
て
い
る
。
抜
本
的

な
道
路
改
修
が
必
要
で
は
な

い
か
。　

こ
の
道
路
が
傷
ん

で
い
る
状
況
が
か
な

り
進
捗
し
て
い
る
の
は
認
識

し
て
い
る
。
現
在
応
急
処
置

で
や
っ
て
い
る
が
、
村
と
し

て
も
重
要
路
線
で
あ
り
こ
れ

以
上
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
維

持
修
繕
を
し
て
、
対
応
し
な

い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い

る
。
抜
本
的
な
大
規
模
な
工

事
と
な
る
と
村
単
費
で
は
困

難
で
県
・
国
の
補
助
を
も
ら

え
る
よ
う
な
交
渉
を
こ
れ
か

ら
ま
た
進
め
て
い
き
た
い
。

　

地
質
、
土
質
調
査

は
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
か
。
あ
れ
ば
結
果
を
。

　

平
成
17
年
、
平
成

26
年
に
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
行
っ
た
。
斜
面
の
表

面
か
ら
２
～
３
メ
ー
ト
ル
程

度
は
表
土
、
も
し
く
は
埋
め

土
、
そ
の
下
に
泥
岩
層
と
い

う
か
た
い
層
が
あ
る
。
な
お
、

調
査
は
地
滑
り
が
発
生
し
た

上
の
地
形
が
残
っ
た
部
分
と

下
の
部
分
の
２
か
所
。

　

村
道
１
号
線
は
歩

道
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

所
が
大
分
あ
る
。
こ
れ
か
ら

交
通
量
も
多
く
な
る
と
思
う

が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
な

ど
の
安
全
対
策
を
。

　

カ
ー
ブ
で
車
が
左

に
曲
が
る
場
合
に
は
、

右
側
の
外
側
に
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
つ
け
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
。
こ
の
道
路
は
車
道
と

歩
道
に
15
～
17
セ
ン
チ
程
の

段
差
が
あ
り
、
一
般
的
な
速

度
で
は
乗
り
上
げ
な
い
と
い

う
指
標
が
あ
る
。
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
作
る
に
は
法
律
的

な
も
の
と
根
拠
が
必
要
で
設

置
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
等
で
歩
行
者

の
安
全
対
策
が
と
れ
な
い
か

検
討
し
た
い
。

　

長
期
に
わ
た
っ
て

進
展
が
見
ら
れ
な
い

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
も

兼
ね
る
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
建

設
事
業
に
つ
い
て
、
当
局
の

見
解
を
伺
う
。

　

現
在
は
用
地
買
収

が
滞
っ
て
い
る
た
め
、

当
初
計
画
し
て
い
た
期
間
で

の
実
施
が
実
現
で
き
て
い
な

い
状
況
。　

　

そ
の
間
に
沖
縄
市
で
は
一

万
人
の
収
容
規
模
を
持
つ
ア

リ
ー
ナ
建
設
工
事
が
既
に
着

手
さ
れ
て
お
り
、
今
後
本
村

の
計
画
に
つ
い
て
は
、
何
ら

か
の
見
直
し
の
必
要
性
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
防
災
拠

点
と
し
て
の
施
設

の
必
要
性
は
、
村

に
と
っ
て
最
も
重

視
し
な
い
と
な
ら

な
い
課
題
と
考
え

る
。

　

現
在
既
に
防
衛

省
の
補
助
を
受
け

事
業
に
着
手
し
て

い
る
が
、
事
業
の

一
時
中
断
と
い
う

形
で
了
解
を
も
ら

い
、
事
業
期
間
延

長
に
つ
い
て
も
理

解
し
て
も
ら
う
よ
う
、
防
衛

省
へ
要
請
を
続
け
て
い
る
。

　

難
航
し
て
い
る
用

地
取
得
に
関
し
て
、

法
的
処
置
も
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

　

こ
の
土
地
は
公
共

用
地
と
し
て
集
積
し

た
も
の
で
、
そ
の
辺
を
地
権

者
の
方
に
は
理
解
い
た
だ
き

交
渉
し
、
円
満
な
解
決
を

図
っ
て
い
く
。

　

こ
の
事
業
の
採
算

性
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
見
解
を
伺
う
。

　

利
用
形
態
と
か
採

算
性
に
つ
い
て
は
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
入
れ
、
い
ろ

ん
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い

る
。

　

採
算
性
を
見
越
し
て
や
ら

な
い
と
厳
し
い
と
思
う
。
十

分
慎
重
に
将
来
を
見
据
え
て

検
討
し
て
い
く
。

　

本
村
に
お
け
る
奨

学
金
制
度
の
種
類
・

内
容
・
利
用
状
況
を
伺
う
。

　

貸
与
型
の
奨
学
金

で
、
県
内
の
短
期
大

学
・
４
年
制
大
学
と
も
に
月

額
３
万
円
・
県
外
は
４
万

円
・
大
学
院
は
５
万
円
で
現

在
25
人
が
利
用
し
て
い
る
。

　

進
学
者
に
と
っ
て

高
額
な
学
費
負
担
を

強
い
ら
れ
る
現
在
、
ほ
と
ん

ど
の
学
生
が
日
本
学
生
支
援

機
構
の
貸
与
型
の
奨
学
金
を

利
用
し
進
学
を
し
て
い
く
。

　

し
か
し
卒
業
後
返
済
が
滞

り
破
産
す
る
事
例
が
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
が
、

本
村
で
は
類
似
事
例
は
な
い

か
伺
う
。

　

破
産
に
よ
り
支

払
っ
て
い
た
だ
け
な

い
事
例
は
、
こ
れ
ま
で
一
件

も
な
い
。

　

た
だ
し
支
払
い
期
間
の
猶

予
相
談
は
受
け
付
け
て
お
り
、

臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
給
付

型
奨
学
金
制
度
創
設

に
つ
い
て
は
提
案
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

　

育
英
会
で
は
、
給

付
型
奨
学
金
制
度
創

設
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た

が
、
現
時
点
で
は
厳
し
い
と

い
う
結
論
に
な
っ
て
い
る
。

　

財
源
確
保
の
面
で

厳
し
い
と
思
う
が
、

村
内
外
企
業
へ
の
協
力
依
頼

や
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
等

さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
財
源

確
保
に
取
り
組
み
、
早
期
創

設
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。

　

他
自
治
体
を
参
考

に
研
究
し
、
今
後
と

も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
奨
学

金
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
く
。

村長‥慎重に将来を見据えて検討していく

経
済
的
理
由
で
進
学
が
厳
し
い
学
生
を

支
援
す
る
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
を

村
長
‥
他
自
治
体
を
参
考
に
創
設
に
向
け
て
研
究
す
る

村
長
‥
仲
順
、
屋
宜
原
線
に
つ
い
て
は
非
常
に
懸
案
事
項
の
一
つ

　
　
　
と
し
て
常
に
思
っ
て
い
る

●村 
道
１
号
線
（
仲
順
、
屋
宜
原
線
）
の

　
　
　
　
　
　

道
路
改
修
に
つ
い
て

伊集　守吉 議員

亀裂や沈下で地滑りが心配な村道１号線

●多目的アリーナ建設問題・
賢明な判断を

安里　道也 議員

早期解決が待たれるアリーナ建設用地



（16）（17）

（第８９号）（第８９号）

　

安
谷
屋
地
区
の

パ
ー
ク
サ
イ
ド
北
側

の
壁
が
台
風
24
号
に
よ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
崩
落
し
て
い

る
。
現
在
そ
の
ま
ま
の
状
態

に
あ
る
。
近
く
に
安
谷
屋
の

由
緒
あ
る
内
間
殿
内
（
野

呂
）
の
お
墓
も
あ
り
、
更
に

パ
ー
ク
サ
イ
ド
地
区
に
は
民

家
も
あ
る
の
で
村
の
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
如
何
か
。
見
解
を
問
う
。

　

基
本
的
に
は
内
間

殿
内
の
お
墓
は
個
人

の
所
有
の
た
め
復
旧
の
対
応

は
考
え
て
い
な
い
。
そ
し
て
、

近
く
に
は
民
家
は
あ
る
が
今

の
と
こ
ろ
、
影
響
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　

障
害
が
あ
っ
て
も

私
た
ち
は
、
共
に
生

き
る
社
会
を
築
い
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
障
害
者
の
雇
用

は
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
に

よ
る
法
定
雇
用
率
を
満
た
し

て
い
る
か
。

　

北
中
城
村
役
場
の

法
定
雇
用
率
は
、
２
．

５
％
で
平
成
30
年
６
月
１
日

現
在
２
．
71
％
で
法
定
雇
用

率
を
超
え
て
い
る
。
教
育
委

員
会
は
、
平
成
30
年
度
法
定

雇
用
率
は
、
満
た
し
て
い
な

い
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、

ど
う
し
て
障
害
を

持
っ
た
方
が
い
な
い
の
か
。

　

そ
も
そ
も
認
識
が

間
違
っ
て
い
た
。
１

年
以
上
雇
用
す
る
臨
時
職
員

も
カ
ウ
ン
ト
す
る
が
、
省
い

て
い
た
。
対
象
事
業
者
に
は

あ
た
ら
な
い
と
も
思
っ
て
い

て
、
採
用
に
至
っ
て
な
い
。

　

今
年
度
中
に
採
用

を
見
込
ん
で
い
る
か
。

　

教
育
委
員
会
で
正

職
員
を
採
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
臨
時
職
員

も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
の
で
臨

時
職
員
の
採
用
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　

正
職
員
を
使
用
し

な
い
理
由
は
。

　

教
育
委
員
会
に
正

職
員
を
採
用
す
る
権

限
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
。

　

人
事
権
を
持
っ
て

い
る
村
長
に
、
障
害

者
の
雇
用
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
聞
く
。

　

障
害
者
の
法
定
雇

用
と
あ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
優
秀
な
方
が
い
た
ら

当
然
採
用
し
、
配
置
す
る
。

　

正
職
員
と
い
う
解

釈
で
よ
ろ
し
い
か
。

　

そ
う
い
う
理
解
で

よ
い
。

　

体
育
館
の
利
用
状

況
を
聞
く
。

　

11
月
５
日
オ
ー
プ

ン
か
ら
２
月
末
ま
で

の
利
用
状
況
は
、
ス
ポ
ー
ツ

と
か
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
利
用
が
４
９
５
回
で
約

９
９
０
０
人
。
専
用
使
用
は

イ
ベ
ン
ト
を
含
め
19
回
で
約

２
９
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

体
育
館
と
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
・
ル
ネ
サ

ン
ス
ラ
イ
カ
ム
24
の
利
用
者

の
駐
車
区
分
は
そ
れ
ぞ
れ
何

台
か
。　

駐
車
区
分
は
、
設

け
て
い
な
い
。

　

体
育
館
の
前
は
、

体
育
館
利
用
者
が
使

え
る
よ
う
村
民
の
利
便
性
か

ら
区
分
は
、
で
き
な
い
か
。

　

そ
れ
だ
け
の
ス

ペ
ー
ス
し
か
な
い
の

で
、
お
互
い
に
利
活
用
し
た

方
が
よ
い
。

　

駐
車
場
の
拡
大
に

つ
い
て
今
後
や
っ
て

い
く
の
か
。

　

駐
車
場
の
台
数
を

増
や
す
努
力
は
ぜ
ひ

や
っ
て
い
き
た
い
。

　

両
施
設
前
の
駐
車

場
の
所
有
権
は
、
ど

ち
ら
に
帰
属
し
て
い
る
か
。

　

村
に
帰
属
し
て
い

る
が
、
敷
地
全
体
を

ル
ネ
サ
ン
ス
が
賃
借
し
て
い

る
。

　

体
育
館
の
管
理
委

託
は
、
ど
こ
の
業
者

か
。

　

東
京
に
本
社
が
あ

る
コ
ー
ワ
と
契
約
し

て
い
る
。

　

安
全
面
か
ら
駐
車

場
係
は
必
要
だ
が
。

　

今
後
、
ル
ネ
サ
ン

ス
と
も
協
議
し
な
が

ら
配
置
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
く
。

 
●安 
谷
屋
地
区
パ
ー
ク
サ
イ
ド
の

  
壁
の
崩
落
は
承
知
か  

村
長
‥
認
識
し
て
い
る
。

パークサイドの壁の崩落現場

比嘉　義弘 議員喜屋武すま子 議員

●障害者の
　 正規雇用の採用を

※
そ
の
他
に
高
齢
者
等
の
交
通

弱
者
の
体
育
館
等
の
利
用
者
の

交
通
の
支
援
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

　

村
長
と
議
員
は
村

民
に
よ
る
選
挙
で
選

ば
れ
る
。
従
っ
て
基
本
的
に

は
村
当
局
と
議
会
は
公
平
で

平
等
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
例
え
ば
村
広
報

誌
は
フ
ル
カ
ラ
ー
、
一
方
の

議
会
だ
よ
り
は
表
紙
は
カ

ラ
ー
、
中
身
は
白
黒
で
あ
る
。

因
み
に
カ
ラ
ー
は
説
得
が
あ

り
逆
に
白
黒
は
若
干
弱
い
と
。

も
う
一
点
村
当
局
と
議
会
と

で
は
情
報
量
の
差
が
あ
る
。

以
前
は
４
年
に
１
回
議
員
全

員
で
県
外
の
所
管
事
務
調
査

も
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。
以

上
の
２
点
を
考
慮
し
て
貰
い

た
い
。　

村
広
報
誌
は
広
告

収
入
等
も
あ
り
そ
れ

ら
を
活
用
し
フ
ル
カ
ラ
ー
に

し
て
い
る
。
も
う
一
点
は
政

務
活
動
費
を
活
用
し
て
頂
き

た
い
。

村
長
と
村
議
会
議

員
は
二
元
代
表
制

の
関
係
に
あ
る

村
長
‥
承
知
し
て

い
る

村長‥優秀な人材を確保したい

障害のある人もない人も共に働く職場の確保を

村民体育館は、
村民が安心して
駐車できる駐車
場の拡大を

公
約
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

建
設
は
任
期
中
に
可
能
か

　
　
村
長
‥
任
期
中
に
着
手
は

　
　
　
　
　
可
能
と
考
え
る

　

先
進
地
の
久
米
島

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
意
外
と
面
積
を
取
っ
て
い

た
。
村
内
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
用
地
を
確
保
す
る
の
は

至
難
で
は
な
い
か
。
そ
れ
よ

り
も
、
今
村
民
が
必
要
と
し

て
い
る
陸
上
競
技
場
の
構
想

に
切
り
替
え
た
方
が
ベ
タ
ー

で
は
な
い
か
。

　

村
内
を
調
査
し
何

と
か
用
地
を
確
保
し

た
い
。
陸
上
競
技
場
建
設
の

構
想
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

　

税
収
が
大
幅
に
伸

び
、
そ
れ
に
伴
い
仕

事
量
も
増
え
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
逆
に
巷
で
は
臨
時
職

員
が
殆
ど
の
課
で
削
減
さ
れ

る
と
の
こ
と
だ
が
そ
の
件
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

　

臨
時
職
員
は
全
部

で
７
人
が
削
減
に
な

る
。
主
な
理
由
は
経
費
節
減

に
よ
り
減
と
な
っ
て
い
る
。

税
収
増
は
職
員
増
必
至

村
長
‥
正
職
員
は
２
人
増

　

沖
縄
セ
ル
ラ
ー
と

の
事
業
計
画
の
件
が

新
聞
に
載
っ
て
い
た
が
、
も

し
事
実
で
あ
れ
ば
新
た
な
予

算
が
必
要
に
な
る
が
。
水
耕

栽
培
の
実
証
実
験
と
の
関
連

は
。

　

取
り
分
け
、
新
規

事
業
と
い
う
訳
け
で

は
な
く
情
報
等
で
の
連
携
で

あ
り
、
農
業
振
興
を
図
る
目

的
で
双
方
の
資
源
を
活
用
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
水
耕

栽
培
と
の
関
連
は
構
築
の
段

階
か
ら
実
証
実
験
に
関
わ
り

４
年
目
に
な
る
。

沖
縄
セ
ル
ラ
ー
と
の
新
規
事
業
の

計
画
は	�



村
長
‥
事
業
と
い
う
よ
り
も	

　
　
　
連
携
を
考
え
て
い
る
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（第８９号）

① 

農
福
連
携
事
業

　 

視
察
の
内
容

　

こ
の
施
設
は
、
農
林
水
産

省
と
厚
生
労
働
省
が
推
進
す

る
「
農
福
連
携
事
業
」
を
実

践
す
る
事
業
所
で
あ
る
。
ま

た
、
京
都
府
庁
内
に
「
き
ょ

う
と
農
福
連
携
セ
ン
タ
ー
」

が
設
立
さ
れ
、
さ
ん
さ
ん
山

城
は
同
セ
ン
タ
ー
の
南
サ
テ

ラ
イ
ト
拠
点
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

　

作
業
内
容
は
多
岐
に
広
が

る
、
地
元
特
産
野
菜
「
京
都

宇
治
抹
茶
」
「
京
都
え
び
い

も
」
「
京
都
田
辺
な
す
」
を

中
心
に
本
格
的
な
農
業
を
行

い
、
収
穫
し
た
野
菜
は
Ｊ
Ａ

に
出
荷
や
、
菓
子
や
コ
ロ
ッ

ケ
な
ど
の
加
工
・
販
売
を
し

て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

・
カ
フ
ェ
の
運
営
も
行
い
、

収
穫
し
た
新
鮮
野
菜
を
使
用

し
た
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
の
提

供
も
行
っ
て
い
る
。

② 

農
福
連
携
事
業
視
察

　 

参
加
議
員
の
所
見

  ⃝

名
幸
利
積
議
長

　

農
業
を
通
し
障
害
者
の
就

労
の
機
会
を
生
み
出
し
、
農

業
導
入
の
支
援
や
各
種
教

育
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
行
い
福
祉
の
力
を
通
し
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
、
耕
作

放
棄
地
等
、
農
業
の
課
題
解

決
へ
繋
げ
地
域
住
民
が
農
作

物
を
味
わ
う
、
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
、
農
業
体
験
を
行

う
な
ど
、
地
域
づ
く
り
へ
も

つ
な
が
る
「
農
福
連
携
」
が

同
様
な
課
題
を
抱
え
る
本
村

の
今
後
に
参
考
に
し
た
い
。

  ⃝

天
久
朝
誠
副
議
長

　

市
民
と
の
距
離
が
近
く
非

常
に
良
い
環
境
で
あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
カ

フ
ェ
に
は
、
地
域
の
方
々
や

近
隣
の
大
学
生
な
ど
多
く
の

人
が
毎
日
多
数
訪
れ
活
気
に

あ
ふ
れ
る
様
子
が
見
ら
れ

る
。
行
政
が
毎
年
農
家
担
い

手
塾
を
開
催
、
行
政
の
地
域

農
業
振
興
へ
の
本
気
度
も
伺

え
る
。

　

当
該
事
業
所
は
宇
治
茶
、

京
都
え
び
い
も
な
ど
高
級
品

を
選
択
し
収
益
性
を
高
め
て

い
る
、
こ
れ
ら
は
「
京
都
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
前
面
に

出
す
こ
と
で
売
れ
る
商
品
を

作
っ
て
い
る
が
、
本
村
で
も

可
能
性
は
あ
る
。
こ
こ
に
し

か
な
い
も
の
を
探
し
、
活
用

す
る
事
の
実
践
を
み
た
。

  ⃝

比
嘉
義
彦
議
員

　

若
者
か
ら
高
齢
の
方
ま
で

自
分
の
得
意
分
野
で
か
か
わ

り
を
持
っ
て
い
る
が
、
従
事

者
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き

と
笑
顔
で
働
く
姿
が
印
象
的

で
あ
る
。
農
福
連
携
事
業
に

よ
り
遊
休
農
地
の
発
生
防
止

に
貢
献
し
て
い
る
、
本
村
で

も
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地

は
課
題
で
あ
る
、
併
せ
て
就

労
と
居
場
所
づ
く
り
の
対
応

を
、
今
後
は
民
間
の
力
も
借

り
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

  ⃝

比
嘉
次
雄
議
員

　

北
中
城
村
が
農
を
活
か
し

た
健
康
福
祉
活
動
の
展
開
に

資
す
る
基
本
構
想
・
基
本
計

画
の
目
的
に
あ
る
様
に
、
地

域
活
力
に
寄
与
す
る
医
食
同

源
・
農
福
・
健
康
・
農
観
・

農
住
連
携
に
よ
り
導
入
す
べ

き
機
能
、
役
割
を
整
理
す
る

と
共
に
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ

ム
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
ト
レ
ン
ド
、
こ
れ
ら
す
べ

て
に
お
い
て
今
回
の
さ
ん
さ

ん
山
城
の
視
察
研
修
は
参
考

に
な
っ
た
。

  ⃝

金
城
高
治
議
員

　

さ
ん
さ
ん
山
城
に
は
働
く

人
た
ち
の
笑
顔
が
あ
り
、
集

う
、
繋
が
る
、
働
く
、
を
活

か
し
た
事
業
所
で
あ
る
。
所

内
の
カ
フ
ェ
は
府
内
新
聞
社

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
素

晴
ら
し
い
施
設
で
あ
る
。
本

村
に
も
こ
の
よ
う
な
施
設
が

あ
れ
ば
地
域
お
こ
し
も
出
来

る
と
思
う
。

　
各
自
の
報
告
書
か
ら
抜
粋

し
ま
と
め
ま
し
た
。

　
他
に
福
井
県
三
方
郡
美
浜

町
『
敦
賀
ア
グ
リ
ト
株
式
会

社
』
植
物
工
場
視
察
も
行
い

報
告
書
も
出
て
い
ま
す
。

（上間　堅治）

　

北
中
城
村
議
会
は
、
議
員
に
対
し
月

１
万
円
、
年
間
12
万
円
の
政
務
活
動
費
を

支
出
し
て
い
る
。
条
例
１
条
の
趣
旨
に
よ

り
、
北
中
城
村
議
会
議
員
の
村
政
に
関
す

る
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
北
中
城

村
議
会
議
員
に
対
し
政
務
活
動
費
を
交
付

す
る
と
あ
り
、
２
条
で
政
務
活
動
費
の
定

義
を
定
め
、
政
策
立
案
、
政
策
提
言
、
調

査
研
究
、
各
種
会
合
へ
の
参
加
、
議
会
活

動
の
報
告
及
び
住
民
相
談
な
ど
住
民
意
志

の
把
握
及
び
実
現
等
に
資
す
る
た
め
の
職

務
活
動
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
残
余

金
の
返
還
、
領
収
書
等
の
保
管
義
務
、
収

支
報
告
書
の
提
出
や
視
察
調
査
や
研
修
会

の
参
加
は
、
報
告
書
の
提
出
も
あ
り
、
こ

の
収
支
報
告
書
、
調
査
・
研
修
報
告
書
は

閲
覧
す
る
事
も
出
来
る
。
こ
の
様
に
政
務

活
動
費
は
条
例
や
規
則
、
取
扱
要
領
で
細

か
く
規
定
さ
れ
、
各
議
員
は
も
ち
ろ
ん
遵

守
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
違
反
し
た
者
は
、

政
務
活
動
費
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
。

　

今
後
も
議
会
・
議
員
活
動
に
理
解
を
頂

き
、
行
政
の
監
視
役
は
議
会
が
、
議
会
の

監
視
役
は
地
域
住
民
で
。
議
会
も
一
層
の

透
明
性
を
高
め
る
と
同
時
に
、
住
民
の
関

心
が
村
政
発
展
に
重
要
な
役
割
を
担
う
で

あ
ろ
う
。

さんさん山城の職員から説明を受ける

経費 内容

調査研究費 議員が行う村の事務及び地方行財政に関する調査研究に要する経費
（調査委託料、交通費、宿泊費等）

研修費 団体等が開催する研修会、講演会への議員の参加に要する経費
（会費、交通費、宿泊費等）

会議費 議員が行う各種会議に要する経費
（会場費、機材借上費、交通費、資料印刷費等）

資料作成費 議員が議会審査に必要な資料を作成する為要する経費
（印刷費、製本代、原稿料等）

資料購入費 議員が行う調査研究の為に必要な図書・資料等の購入に要する経費
（図書購入代、新聞雑誌購読料等）

広報費 議員が行う議会活動及び村政に関する政策等の広報活動に要する経費
（広報誌、広報誌等印刷費、送料、交通費等）

事務費 議員が行う調査研究為の事務遂行に必要な経費
（事務用品備品購入費、通信費）

視察の
目的

　北中城村では「農を生かした北中城村活性化事業」や「農作放棄地解消」など取り組んでいる。
実際に農福連携や水耕栽培などを実践し、市場へと送り出している先進地の取り組みを視察研
修し議員の資質向上と、学んだ「福祉行政」と「農業振興」を本村の事業等に生かす。

視察期間・・・・・平成30年11月 27日～平成30年11月 29日
視察先・・・・・・①農福連携事業の取り組み
　　　　　　　　　　京都府京田辺市　社会福祉法人京都視聴覚言語
　　　　　　　　　　障害者福祉協会山城就労支援所　　『さんさん山城』
　　　　　　　　　②水耕栽培による植物工場の取り組み
　　　　　　　　　　福井県三方郡美浜町　　『敦賀アグリト株式会社』
参加議員・・・・・名幸　利積議長　　天久　朝誠副議長　　比嘉　義彦議員
　　　　　　　　・比嘉　次雄議員　　金城　高治議員
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各議員の報告書を随時掲載新企画

政務活動費活用の研修及び調査報告

政務活動費に係る経費の範囲


